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同
ハ
ガ
キ
に
は
、「
た
か

が
１
割
か
も
し
れ
な
い
が
一

般
市
民
に
は
大
き
な
負
担
で

す
。
行
き
た
い
け
ど
我
慢
し

よ
う
か
な
と
思
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
負
担
を
増
や
さ
な
い

で
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
２

千
通
以
上
寄
せ
ら
れ
た
。
切

実
な
声
を
議
員
に
伝
え
、
負

担
増
ス
ト
ッ
プ
を
目
指
す
。

　

４
〜
６
月
に
「
消
費
税
10

％
中
止
を
求
め
る
請
願
」
署

名
、
５
〜
11
月
に
「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

を
求
め
る
」
署
名
に
取
り
組

む
。
統
一
地
方
選
、
参
院
選

は
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
機
会
と
捉
え
、
会
派
・
政

党
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
会
員
・
患
者
の

要
求
を
伝
え
て
い
く
。

　

会
務
運
営
で
は
、
５
月
の

評
議
員
会
・
総
会
に
向
け
て
、

予
算
編
成
、
方
針
作
成
、
役

員
改
選
な
ど
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
進
捗
を
報
告
し
、
今

後
の
方
向
を
確
認
し
た
。

　

「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！

患
者
負
担
増
」
署
名
は
、
会

員
参
加
率
20
％
目
標
を
達

成
、
署
名
筆
数
は
２
万
筆
目

標
の
91
％
を
達
成
し
た
。
ク

イ
ズ
ハ
ガ
キ
に
は
19
％
を
超

え
る
会
員
が
協
力
し
た
。

得
再
分
配
の
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
大
企
業
や
大
資

産
家
に
応
分
の
負
担
を
求
め

た
い
。
そ
し
て
、
タ
ッ
ク
ス

ヘ
イ
ブ
ン
に
代
表
さ
れ
る
課

税
逃
れ
を
し
っ
か
り
と
摘
発

し
、
消
費
税
増
税
で
は
な
い

財
政
再
建
の
道
を
歩
む
べ
き

だ
。

　

今
年
は
春
の
統
一
地
方
選

挙
、
７
月
の
参
議
院
選
挙
と

民
意
を
表
す
こ
と
が
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
納
税
者

目
線
で
税
の
使
い
道
を
監
視

し
、
選
挙
を
通
じ
て
私
た
ち

の
意
見
を
ぶ
つ
け
、
国
民
生

活
を
支
え
る
税
金
の
集
め
方

・
使
い
方
を
実
現
し
て
い
き

た
い
。

あ
る
。

　

医
療
機
関
は
控
除
対
象
外

消
費
税
を
損
税
と
し
て
被
っ

て
い
る
。
政
府
は
診
療
報
酬

に
よ
る
補
填
を
主
張
す
る

が
、
消
費
税
の
一
部
を
患
者

に
付
け
回
す
も
の
で
あ
り
、

容
認
で
き
な
い
。
10
％
へ
の

増
税
は
き
っ
ぱ
り
と
中
止
す

る
と
共
に
、
医
療
に
は
ゼ
ロ

税
率
を
適
用
し
て
損
税
を
解

消
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　

消
費
税
に
は
低
所
得
者
ほ

ど
負
担
が
重
く
な
る
「
逆
進

性
」
と
い
う
欠
陥
が
あ
る
こ

と
を
政
府
自
身
が
認
め
て
い

る
。
格
差
を
広
げ
る
消
費
税

増
税
で
は
な
く
、
国
民
が
所

す
。
増
税
や
社
会
保
険
料
の

増
大
、
年
金
削
減
、
窓
口
負

担
増
な
ど
を
背
景
に
、
患
者

の
受
診
抑
制
・
治
療
中
断
が

顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の

状
態
で
後
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
が
２
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
れ
ば
、
医
院
経
営
は
破
滅

的
な
打
撃
を
与
え
る
。

　

首
相
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

経
済
が
上
向
い
て
い
る
こ
と

を
挙
げ
、
消
費
税
増
税
の
環

境
が
整
っ
た
と
言
う
が
、
不

正
ま
み
れ
の
統
計
調
査
で
は

成
果
は
計
れ
な
い
。
プ
ラ
ス

と
し
て
い
た
実
質
賃
金
は
マ

イ
ナ
ス
だ
っ
た
こ
と
が
判
明

し
て
お
り
、
実
体
経
済
は
増

税
に
耐
え
ら
れ
な
い
状
態
で

　

臨
床
学
術
部
は
１
月
27
日

に
生
涯
研
修
講
座
「
口
腔
粘

膜
病
変
に
対
す
る
レ
ー
ザ
ー

照
射
治
療
の
基
礎
知
識
」
を

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。

57
人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
の
吉
田
憲
司
氏
（
愛

知
学
院
大
学
歯
学
部
特
殊
診

療
科
教
授
）
は
、
最
初
に
レ

ー
ザ
ー
の
基
本
的
事
項
や
特

性
を
解
説
し
た
。
レ
ー
ザ
ー

使
用
の
新
た
な
項
目
が
保
険

収
載
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
、

症
例
を
検
討
し
安
全
に
留
意

す
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

注
意
点
と
し
て
、
▽
口
腔

軟
組
織
治
療
で
前
癌
病
変
が

悪
性
化
し
た
と
の
報
告
が
あ

る
▽
切
開
に
使
用
し
て
重
篤

な
気
腫
が
発
生
し
た
ケ
ー
ス

が
あ
る
▽
再
発
性
ア
フ
タ
で

の
使
用
は
５
㍉
程
度
の
小
ア

フ
タ
に
使
用
す
る
―
―
こ
と

な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

熱
傷
事
故
で
は
２
０
１
６

年
の
産
婦
人
科
で
の
事
故
が

あ
る
が
、
酸
素
に
引
火
し
た

事
故
も
多
い
と
指
摘
。
在
宅

酸
素
療
法
患
者
で
は
重
大
な

事
故
に
な
り
か
ね
な
い
の
で

特
に
注
意
が
必
要
と
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
レ
ー
ザ
ー
に

よ
り
術
後
疼
痛
の
軽
減
、
出

血
の
抑
制
が
は
か
ら
れ
る

が
、
病
変
の
診
断
と
照
射
条

件
の
選
択
が
重
要
で
あ
る
と

説
明
。
機
器
の
管
理
点
検
は

必
ず
行
い
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト

を
回
避
す
る
た
め
に
研
修
を

受
け
て
知
識
を
得
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
述
べ
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

て
み
た
い
。

　

２
０
１
９
年
度
の
政
府
予

算
案
は
過
去
最
高
の
１
０
１

兆
円
を
超
え
た
。
消
費
税
増

税
対
策
の
ば
ら
ま
き
や
、
ア

メ
リ
カ
の
言
い
値
に
よ
る
戦

闘
機
の
爆
買
い
な
ど
、
財
政

規
律
を
大
幅
に
逸
脱
し
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
財
界
か

ら
の
要
望
に
沿
っ
て
社
会
保

障
・
福
祉
予
算
の
「
自
然

増
」
を
概
算
要
求
時
の
６
０

０
０
億
円
か
ら
１
２
０
０
億

円
も
削
減
し
た
。

　

安
倍
内
閣
の
社
会
保
障
費

削
減
政
策
は
、
歯
科
医
療
機

関
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

　

確
定
申
告
が
18
日
か
ら
始

ま
る
こ
と
を
受
け
、
冨
本
昌

之
経
税
部
長
（
副
理
事
長
、

写
真
）
は
15
日
、
談
話
を
発

表
し
た
。全
文
は
次
の
通
り
。

◇

　

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期

に
な
っ
た
。
私
た
ち
が
納
め

る
税
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
る
の
か
。
申
告
を
機
に
、

納
税
者
と
し
て
改
め
て
考
え

会
準
備
な
ど
の
会
務
運
営
を

中
心
に
協
議
し
た
。

者
負
担
増
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
運
動
、
評
議
員
会
・
総

　

協
会
は
２
日
、
第
22
回
理

事
会
を
開
き
、
ス
ト
ッ
プ
患

レーザー治療の注意点を
解説する吉田憲司氏＝１
月27日、Ｍ＆Ｄホール

SkaPa

の
最
新
レ
ポ
ー
ト
。
全
約
１
４
０
ペ
ー
ジ
の

詳
細
な
デ
ー
タ
分
析
が
毎
年
行
わ
れ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

 

西　

真
紀
子

地図となるSkaPa

　

日
本
に
は
国
の
全
貌
を
見
る
デ
ー

タ
と
し
て
歯
科
疾
患
実
態
調
査
が
あ

る
（https://www.mhlw.go.jp/

toukei/list/62-17.html

）。
標
本
調

査
だ
が
、
６
年
の
ス
パ
ン
で
定
期
的

に
調
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
口
腔
保

健
の
経
時
的
変
化
を
把
握
す
る
の
に

重
要
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
、
公
立
歯
科
サ
ー
ビ
ス
の
小
児
の

全
デ
ー
タ
を
毎
年
ま
と
め
て
報
告
し

て
い
る
（https://w

w
w
.

socialstyrelsen.se/tandvard/
karieshosbarnochungdomar

）。

定
期
調
査
の
国
は

定
期
調
査
の
国
は

少
数　
　
　
　
　

少
数　
　
　
　
　

　

実
は
、
こ
の
よ
う
に
国
全
体
の
デ

ー
タ
を
定
期
的
に
取
っ
て
い
る
国

は
、
世
界
で
は
珍
し
い
。
任
意
の
年

の
、
国
民
の
平
均
残
存
歯
数
が
何
本

か
わ
か
ら
な
い
国
が
世
界
の
ほ
と
ん

ど
と
い
う
実
情
に
は
驚
く
。
実
態
を

知
ら
ず
し
て
国
の
歯
科
サ
ー
ビ
ス
を

決
定
、
改
変
す
る
と
い
う
の
は
、
何

と
も
心
許
な
い
。
地
図
を
持
た
ず
に

旅
に
出
る
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
北

欧
の
歯
科
サ
ー
ビ
ス
が
他
の
国
々
に

比
べ
て
進
歩
し
て
い
る
の
は
、
毎
年

の
よ
う
に
実
態
を
評
価
し
て
、
そ
れ

を
き
ち
ん
と
制
度
改
革
に
繋
げ
て
い

る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ー
タ
は
電
子
カ
ル
テ
か
ら
自
動
的

に
抽
出
さ
れ
、
ほ
ぼ
毎
日
中
央
に

送
ら
れ
る
。
最
近
は
、
公
立
歯
科

医
院
だ
け
で
な
く
、
私
立
の
歯
科

医
院
も
登
録
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
加
わ
っ
て
い
る
。
毎
年
発

行
さ
れ
るSkaPa

の
レ
ポ
ー
ト

は
、
現
在
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
入
手

可
能
で
あ
る
（http://www.

skapareg.se/resultat/

）（
図
）。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
２
０
０
８

年
か
ら
は
、
小
児
だ
け
で
な
く
成
人

を
含
め
、
公
立
歯
科
サ
ー
ビ
ス
で
用

い
て
い
る
電
子
カ
ル
テ
の
デ
ー
タ
を

中
央
に
集
め
て
、
毎
年
分
析
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
トSKaPa

が
進
行
し
て
い

る
（http://www.skapareg.se/

other-language/

）。〝
Ｓ
〞
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
Ｓ
、〝
Ｋ
ａ
〞
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
語
の
カ
リ
エ
ス
の
頭
二
文

字
、〝
Ｐ
ａ
〞
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語

の
歯
周
炎
の
頭
二
文
字
で
あ
る
。
日

本
で
は
、
そ
れ
よ
り
も
前
に
電
子
カ

ル
テ
の
臨
床
デ
ー
タ
を
集
め
て
実
態

調
査
や
予
防
・
治
療
の
効
果
を
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
製
品
が
存
在
し
て

い
た
（
オ
ー
ラ
ル
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
Ⓡ

株
式
会
社
モ
リ
タ
）。
着
想
、
技
術

の
進
歩
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
よ
り
先
を

行
っ
て
い
た
も
の
の
、
結
局
、
国
全

体
へ
有
益
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
関

し
て
は
、
日
本
は
は
る
か
に
追
い
つ

い
て
い
な
い
。

カ
ル
テ
デ
ー
タ
を

カ
ル
テ
デ
ー
タ
を

抽
出　
　
　
　
　

抽
出　
　
　
　
　

レ
ポ
ー
ト
を

レ
ポ
ー
ト
を

毎
年
発
行　

毎
年
発
行　

　

SkaPa

に
は
、
人
口
約
１
千
万
人

の
う
ち
、
約
６
０
０
万
人
の
患
者
デ

ー
タ
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
デ

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

⑦
part. 2

補
綴
完
了
者
が
急
減

　

「
２
０
１
６
年
度
歯
科
疾

患
実
態
調
査
」（
厚
労
省
：

17
年
９
月
15
日
発
表
）
に
よ

る
と
、
前
回
の
11
年
調
査
に

比
べ
て
補
綴
治
療
の
完
了
者

が
激
減
し
て
い
る
。
11
年
調

査
で
は
、「
治
療
完
了
」
は

38
・
７
％
だ
っ
た
が
、
16
年

度
で
は
28
・
３
％
と
10
・
４

㌽
も
急
減
し
た
。

　

一
方
、「
一
部
完
了
」
は

15
・
１
％
か
ら
24
・
３
％

に
、「
未
処
置
」
は
８
・
１

％
か
ら
13
・
４
％
に
そ
れ
ぞ

れ
増
加
し
た
。
特
に
、「
未

処
置
」
の
増
加
は
過
去
40
年

で
初
め
て
。

　

補
綴
治
療
「
完
了
」
者
の

現
在
の
割
合
は
、
81
年
当
時

と
同
水
準
で
あ
り
、
35
年
前

の
数
値
へ
と
逆
戻
り
し
た
。

　

こ
の
間
の
窓
口
負
担
を
見

る
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
わ
ず

か
な
定
額
か
ら
３
割
へ
と
増

加
し
た
。
高
齢
者
は
無
料
か

ら
、
現
役
並
み
所
得
は
３
割

負
担
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
前

期
高
齢
者
も
２
割
負
担
と
な

っ
て
い
る
。
窓
口
負
担
増
が

歯
科
受
診
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
お
り
、
改
善
が
求
め

ら
れ
る
。 

（
つ
づ
く
）
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未処置：5.3ポイント増

一部完了：9.2ポイント増

完了：10.4ポイント減

13.4％

8.1％

15.1％

24.3％

28.3％

38.7％

厚労省・平成28年度「歯科疾患実態調査」より作成 ２

歯
科
医
療

数
字
見
る

で

１月度生涯
研 修 講 座

第22回
理事会

レ
ー
ザ
ー
治
療
の
要
点
学
ぶ

２
０
１
８
年
分
確
定
申
告
に
あ
た
っ
て

評
議
員
会
・
総
会
へ
向
け
進
捗
を
報
告

照
射
条
件
の
選
択
が
重
要来

年
度
予
算
・
方
針
な　

　

ど

協
議

納税者目線で税の監視を
経税部長　冨本昌之

談　話

補綴治療の実態


